2019年度　　基本方針　
	　　役職名　　副理事長
	氏名　鈴吉　美絵

	時代の急速な流れや社会経済状況が大きく変化する中で、会員一人ひとりが多くの問題に直面しても的確に能力を発揮し、またその会員の能力を組織力として結集し効率的・効果的に発揮することで私たちはこの地域の問題解決に向けて取り組んで参りました。しかし現状に満足することなく、様々な機会を自らつかみ取り自分の能力を更に向上させ魅力ある人間となり、その個が集う霧島ＪＣとしての組織力を向上させていく必要があります。
まず、今までの組織運営を見直すとともに将来を見据えた組織運営を行い、理事長の想いを自分の中に深く落とし込みこれまでに培った知識や経験をもとに柔軟な対応を心がけ、理事長を補佐して参ります。そして、担当委員会が本年度の目的を達成するために、委員会活動や事業の構築を行えるようサポートし正しい方向へ導いていきます。さらに当事者意識をもち自分たちの委員会活動だけでなく他の委員会との横のつながりを意識することで、それぞれの事業を霧島ＪＣの全体事業として捉えるよう指導いたします。また、副理事長として担当委員会に限らず全委員会と関わっていくため他の副理事長とも連携を図って情報の共有を行い、会員同士がつながりをもってＪＣ活動・運動できるよう尽力します。そして、地域の方々ともつながりをもっていく中で霧島ＪＣがこの地域に必要とされる組織として認識され、一緒に活動していきたいと思えることで同志の輪を広げ会員拡大につなげていきます。さらに、私自身も様々な機会を待っているだけでなく積極的に自らつかみ取り人の模範となる魅力ある人間として成長しＪＣ活動・運動に邁進して参ります。
　会員一人ひとりが、率先垂範の意識で様々な機会を積極的に自らつかみ取り成長しつながりをもって活動することが、その会員が成す組織としても活性化し、霧島ＪＣが発信していく運動によってこの地域の未来を創っていく組織になることにつながると確信します。
背景２００文字
目的４８０文字

結果１２０文字

計　８００文字（句読点含む、ローマ字・数字は全角表記）


第2回次年度正副理事長会議
意見１：背景1行目「人生最後の学び舎である青年会議所は」という表現は、青年会議所のメンバーが言っていることであって、共通認識ではない。

対応１：その部分を削除し、前半部分を全体的に修正いたしました。

意見２：背景3行目「仕事や日々の出来事に追われＪＣ活動・運動をただ単にこなしているだけの現状があります。」は全員がそうではないと思うので再考してください。

対応２：その部分を削除し、全体的に修正いたしました。

意見３：２段落目「～のような」という曖昧な表現が多いため、言い切る形で書いて下さい。

対応３：「～のような」という表現を削除し、全体的に修正いたしました。

意見４：参考として「～のために～して～なります。」という表現で再考して下さい。

意見４：全体的に修正いたしました。

意見５：接続詞を修正してください。

対応５：はじめに（まず）、そして、さらに、また　の順で修正いたしました。

意見６：「明るい豊かな社会」の実現への一助となるという表現は、一助がどれだけのものかわかりにくいので再考してください。

対応６：背景を再考したことに伴い、結果の部分も再考いたしました。
